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 ２月１８日（金）、今年度最後のクラブ活動をし
ました。この日は、３年生がクラブ活動の見学も
しました。クラブ活動は、自分の好きなことにつ
いて考えて希望して決めていきます。異学年集団
で、自分たちなりに計画したり協力したりして活
動することで、学級での学びとは違った自主性や
社会性を育むことができます。年間６回と活動の
時間は短いですが、みんなで楽しく活動していま
す。３年生のみんなは、４・５・６年生の活動の様
子を見学しながら、「ぼくは、ものづくりが好きだ
から、ものづくりクラブがいいな」とか「私は、パ
ソコンやタブレットを使っていろいろな絵を描い
てみたいから、パソコンクラブがいいな」など、
いろいろと考えて、来年度自分が入りたいクラブ
を決めようとしていました。活動をしている上級
生もとても優しく教えてくれていました。 
 
 
 

 
 
２月もあと数日で終わり３月に入ります。

今日は、各学級で懇談会が行われました。た
いへんお世話になりました。この学年で、こ
の教室で過ごすのも、あと２０数日。今の学
年の学習のまとめをしっかり行って、次年度
を迎えたいと思います。 
今日は、協力について考えるお話を載せま

す。「あるところにあまり人気のない温泉町
がありました。それぞれの旅館が、自分のと
ころにお客をよびたくて勝手に看板を立てる
ので、いい景色が台無しになり、ますますお
客が来ませんでした。そんな中、１軒だけ流
行っていた旅館のご主人が、自分のやり方を
全部教えるから、競争をやめ、木を植えたり
露天風呂をつくったりして町を盛り上げよう
と呼びかけました。」この人は、自分の旅館
さえお客さんが来ればいいという考えではな
く、温泉町全体がよくなることが大事だと提
案したわけです。その結果、その温泉町の旅
館全部が、数か月先まで予約がいっぱいにな
ったのだそうです。つまり、みんなのために
なるように考えたことが、結局は自分のため
にもなっていたのです。 
子どもたちは、学校生活の中で、たくさん

の人と関わりながら、さまざまなことを学ん
でいきます。四小のみんなが、「四小をよく
しよう」「学級をよくしよう」と思って生活
や学習をがんばることが、 
自分を伸ばすことにもつな 
がります。今の学年でのあ 
と１か月、一日一日を大切 
に、元気で楽しく過ごして 
ほしいと思っています。 

「みんなのため」が「自分のため」 今年度最後のクラブ活動でした。 

 

 

 

  

科学クラブです。今日

はアルミホイルとビ

ー玉でおきあがりこ

ぼしを作ります。簡単

にできるんですよ。や

ってみてください。 

 
 

パソコンクラブです。
今日は、タブレットを
使って絵を入れてメ
ッセージカードを作
っています。カラー
で印刷すると、すて
きなカードになるよ。 

ものづくり
クラブで
す。折り紙
などでい
ろいろ作り
ます。とっ
ても楽しい
です。 

スポーツクラブ
です。今日はド
ッジボールをし
ます。３年生も
入ってくださ
い。体を動かす
のが好きな人、
みんなで楽し
みましょう。 

 

 

２月 11 日（金）～17 日（木）まで、ノー
メディア週間でした。取組へのご協力ありが
とうございました。今回は、第２回目のとき
よりも、学習時間を設定して守ること（４～
６日）、就寝時間を守ること（毎日）、ノーメ
ディア（毎日、４～６日）が、かなり達成で
きていました。児童の感想には「ゲームの時
間を決めて守れたからよかった」「ゲームの
時間が減り、寝る時間も早くなったのでよか
った」などの感想がありました。また、保護
者からは、「毎日、お手伝いをたくさんがんば
ってくれました」「ゲームやテレビでなく、工
作に没頭していました。いい経験となりまし
た」「今回はいつもよりノーメディアを意識
できた週間でした」「自分から進んで『お手伝
いない？』と聞いてくれました」などの感想
がありました。ご家族みん 
なでメディアのことやお手 
伝い、挨拶、学習などにつ 
いて考えていただき、たい 
へんありがとうございました。 

 

第３回「ノーメディア週間」、お世話になりました。 


